
創業バックアップ助成金申込書（記載例）
令和　　　年　　　月　　　日

公益財団法人函館地域産業振興財団
　理事長　久保　俊幸　様

住　所

申込者　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),企業名)　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふり),氏)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がな),名)　　　　　　　　　　　　　　 印
　次のとおり創業バックアップ助成金に申請します。
　なお、私の市税または町税の納入状況について調査を行うことを了承します。
注　申込内容について本事業の関係機関（函館市、北斗市、七飯町および公益財団法人函館地域産業振興財団）以外の第三者へ提供することはございません。
	希望枠種別（どちらかに☑をしてください。）
	一般枠　□
	若者枠　□


１　申込者の概要等

	申請事業開始年月日
	令和　　　年　　　月　　　日
　　　　（法人の設立年月日　　令和　　年　　月　　日）

	資本金（予定・実績）
	万円
	出資者数（予定・実績）
	人

	現在の職業
	１事業主　２他の会社員　３学生　４無職　５その他（　　　　　）

	電話番号
	(会社・自宅)

(携帯)
	ＦＡＸ

番　号
	

	e-mail
	

	Ｈ Ｐ　ア ド レ ス
	

	申込者の性別
	男・女
	申込者の年齢
	（2021年4月1日現在）

歳


２　申込者の経歴、事業の実績等
	(記載例）　今回の申し込み事業と関係する内容を中心に記載ください。
平成○年○月
×××大学○○学科卒業　△△専攻
平成○年○月
△△△株式会社入社　　○○業務に従事
平成○年○月
△△△株式会社　×××の成果が社内表彰を受ける

令和○年○月
△△△株式会社を退職、函館市にUターン
令和○年○月
□□□の商品化企画を開始
※㈱×××として令和○年○月に法人登記を予定



３　事業計画の内容
（１）事業の名称

	　事業名　（例）新たな時代の福祉○○サービス提供事業、究極の省力△△製品製造事業　など
　（業種　　（例）　ソフトウェア開発、電子部品製造、介護サービス提供 など　）


（２）事業化の動機、事業目的
	ア　事業化への動機、背景
・函館市は、古くから○○や□□が全国に先駆けて発達したことから、××業が基幹産業となっているが、最近は、ＩＴ化や国際化への対応が遅れ、△△な現象が起こってきている。

・このような中で、自分が商品化企画を進めてきた□□は、古くからの××という特徴を生かしながら、現在の○○な状況に対応できるため、地域市場での潜在的な需要は非常に大きいものと考えた。
・地元にUターンして商品化企画を進めるなかで、試作サンプル品に対する地元経営者等の反応も良く、売上の見通しがたったことから、法人化・事業化を進めている。
イ　事業目的
・この商品は、函館地域の地域資源である○○を原料として商品化するもので、函館地域内はもとより□□や××など多くの地域への市場拡大を図り、函館地域の新たな特産品とすることを目的としている。
・また、本商品や製造過程で生じる副産物を用いて、既存商品とのコラボレーションを図り、更なる△△化により○×□な展開を図ることで、函館地域での新たな○○○となることを目的に事業を展開し、更なる地域雇用に繋げていく。



（３）事業の優位性（新規性、創意性、強み、競争力または差別化のいずれかにより、他の競合企業より優れている根拠を具体的に記載してください。【申込要件】）
	・□□□を活用した○○○で初めて商品化（事業化）したものであり、×××などの点で従来の△△△な製品（サービス）と比べると優れている。

・この製品（サービス）は△△の点で、他社の製品よりも優れており、競合他社との差別化をはかることができる。
・申請者は本製品・サービスのコア技術である〇〇を有し、××業界の情報収集力に優れ、他社との差別化が可能である。
・○○製品の品質を左右する▽▽産原料の△△は、産出量が少なく入手が困難であるが、これまでの××社との信頼関係から安定的に調達するルートを有している。



（４）事業の概要（販売戦略、市場分析、雇用計画等）
	ア　具体的な製品やサービスの内容（何を売るのか、どのように、どこで製造するのか）
・販売する製品は○○で△△という特徴がある。（製品の内容やその特徴を記載）
・これまでの経験を活かして、○□△×製法により製造し、函館市□□町に製造拠点を設ける。

イ　顧客ニーズ（ニーズはあるか、誰に売るのか）、市場予測、成長性
・当製品は○○な点に特徴があり、△△（年齢、性別、観光客等）に特にニーズがあると考えている。

・近年、○○が注目されており、××に対する需要は今後高まると予測している。

・○○が社会問題となっており、これに対応する需要は高いと考えている。


	・この製品は×××などの点で優れており、省電力であるとともに○○○であることから、環境に優しい商品であり、時代の要求に即しているため、大きな市場性が期待できる。

・商品〇〇は△△を顧客ターゲットとしていることから、今後これらの顧客層は増加傾向にあり、市場規模の拡大が予測される。
ウ　販売戦略（どこで、どうやって、どの位売るのか）
・製品の特徴や想定される顧客から、○○により販売する。

　（店頭売り、卸し売り、インターネットを使用した販売等、販売方法について独自性を含め記載する）
・当面、月△△個程度の販売を、２年後は月〇〇個を計画している。（具体的な販売数量を記載する）
エ　価格戦略（いくらで売るのか）

・この製品の製造原価は○○円であり、販売計画から月△△個販売する予定であるので、採算ベースでは××円以上の価格で販売する必要がある。××円で販売しても、ターゲットとしているユーザーが△△であり、他に関連商品がないことから、市場で受け入れられる価格である。

・一方競合他社は概ね○○○円で販売しており、当社では×××円で販売するが、○○の性能を有していることから十分な市場競争力を有する。

オ　他社との競合状況（他社との差別化のポイントも併せて記載してください。）
・先進的な取り組みであり、現時点で競合する同業者はいない。

・当社の製品は○○な特徴を有しており、他社の製品とは××の点で差別化を図ることができる。
カ　市への経済活性化や雇用増加の効果

・この事業が成功すれば、函館市が○○○の発信地となり、それに伴う××などの関連産業の発展も期待できる。

・この事業により海外からの観光客に対する、飲食店やお土産品の購買の情報提供につながり、長期的な視点から地域の観光関連産業の売上にも寄与する。

・当事業は、○○の点で人手が必要であり、事業が順調に推移した場合は、３年後には○名程度の社員又はパートの雇用を生むことが考えられる。また、パソコン等の情報処理能力を有する身体障害者等を雇用することも考えている。
キ　雇用計画（記載内容は別紙収支計画の給与欄との整合性が必要です。）
　（現状または事業開始時）

       　　　 事業主　　　　１人　・　役員　　　人　・　家族従業員　　　人

　　　　　　　常用従業員　　　人　・　パート、アルバイト　　１人

　（計画　２０２３年３月３１日頃予定）

　　　　　　　事業主　　　　１人　・　役員　　　人　・　家族従業員　　　人

　　　　　　　常用従業員　　１人　・　パート、アルバイト　　１人


（５）事業実施に向けての具体的状況
	ア　現時点までの事業の進捗状況（※事業開始に際し、許認可等が必要な場合は取得状況を記載してください。また、事業の引き合い状況や仕入・生産体制などについても記載してください。）
・××××年○月に、店舗の賃貸契約を結び、○月にオープンの予定で現在準備を進めている。

・また、当事業の実施に必要な○○許可を○年○月に受けている。

・現在、以前勤務していた○○市の□□産業から受注しており、月×××程度を出荷している。この商品の△△△な点を、×××展示会に出品するなど、□□□活動により、△△△したところ、大阪の○○○商事や、札幌の△△△産業からの商談が進んでいる。

イ　今後の事業の実施スケジュール(収支計画書と合わせてください。)
〇〇〇○年　６月　株式会社××××設立登記完了

〇〇〇○年　８月　□□□産業と正式に受注契約締結の見込み
〇〇〇○年　９月　生産用の機械設備を導入する
〇〇〇○年１0月　ホームページ開設
〇〇〇○年１１月　販路拡大のため展示商談会に出展
□□□□年 １月　新製品の試作に着手

□□□□年 ２月　×××商事との受注契約を正式に結ぶ

□□□□年 ４月　新たに営業担当を採用

□□□□年１０月　新製品の完成

ウ　知的財産権の取得状況（※取得済みのもの（申請中のものはその旨を記載してください。））

（取得済のもの）
例）特許番号 特許第×××××××号　出願番号 特願○○○○-△△△△△△ 出願日××××
発明の名称 ○○○○○○ 特許権者 □□□□
（申請中のもの）

例）出願番号 特願○○○○-△△△△△△ 出願日××××
発明の名称 ○○○○○○ 特許権者 □□□□
エ　他の助成制度の利用状況　（※交付決定済み、または申請中の制度名、年度及び助成団体等を記入。）
例）　令和○○年度（申請中）　　経済産業省　　□□□補助金　　××××千円


４　事業を進めるにあたっての課題及び対策
	　ア　事業を進めるにあたっての課題
・事業を開始して、○月経過したが、売上や雇用など事業計画どおり順調に推移している。しかし、今後さらに事業を進めるためには、販路の拡大が不可欠である。

・受注が事業計画で予定している内容を上回った場合、対応できる体制を整えることができないため、アウトソーシングなど、自社だけではない生産体制を確立することを考えている。
　イ　課題に対しての対応策
・販路を拡大するため、首都圏等とネットワークを有している株式会社○○と提携することを進めている。

・外注による生産体制を確立するため、××社と契約の準備を進めている。




※記載不要→





受付 №





個人事業者の場合は、「自宅住所」


法人の場合は、「事務所所在地」





個人事業者については、屋号がある場合は記載





個人事業者の場合は、「個人氏名」


法人の場合は、「代表者役職・氏名」
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